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徳
島
県
告
示
第
七
百
十
五
号

製
菓
衛
生
師
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
一

年
度
製
菓
衛
生
師
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

試
験
の
日
時

平
成
二
十
二
年
二
月
五
日
（
金
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
三
十
分
ま
で

二

試
験
の
場
所

（

）

徳
島
市
新
蔵
町
三
丁
目
八
〇
番
地

徳
島
県
東
部
保
健
福
祉
局
徳
島
保
健
所
庁
舎
大
会
議
室

四
階

三

受
験
願
書
の
提
出
先

１

県
内
に
住
所
地
を
有
す
る
者

住
所
地
又
は
勤
務
地
を
管
轄
す
る
徳
島
県
総
合
県
民
局
保
健
福
祉
環
境
部
（
各
保
健
所
庁
舎
）
又

は
徳
島
県
東
部
保
健
福
祉
局
（
各
保
健
所
庁
舎
）

２

県
外
に
住
所
地
を
有
す
る
者

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
保
健
福
祉
部
生
活
衛
生
課

四

受
験
願
書
の
提
出
期
間

平
成
二
十
二
年
一
月
四
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
一
月
八
日
（
金
曜
日
）
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、

郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
同
日
ま
で
の
消
印
が
あ
れ
ば
受
け
付
け
る
。

五

受
験
願
書
の
添
付
書
類

１

履
歴
書（

、

２

写
真

出
願
前
三
箇
月
以
内
に
正
面
か
ら
撮
影
し
た
無
帽
の
上
半
身
像
で
縦
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

横
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
名
刺
型
の
も
の
）

３

受
験
資
格
証
明
書
（
製
菓
衛
生
師
法
第
五
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は
附
則
第
二
項
に
該
当

す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
。
た
だ
し
、
菓
子
製
造
業
に
従
事
し
た
期
間
を
証
す
る
書
類
は
、
菓
子
製

造
業
従
事
証
明
書
（
製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
二
年
徳
島
県
規
則
第
五
十
七
号
）
様
式

第
八
号
）
に
よ
る
こ
と

）。

六

受
験
手
数
料

（

。）

九
千
四
百
円

そ
の
額
に
相
当
す
る
額
の
徳
島
県
収
入
証
紙
を
受
験
願
書
に
ち
ょ
う
付
す
る
こ
と

七

受
験
願
書
の
用
紙
の
請
求
先

徳
島
県
保
健
福
祉
部
生
活
衛
生
課
又
は
徳
島
県
総
合
県
民
局
保
健
福
祉
環
境
部
（
保
健
所
庁
舎
）
若

し
く
は
徳
島
県
東
部
保
健
福
祉
局
（
保
健
所
庁
舎
）

八

そ
の
他

こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
徳
島
県
保
健
福
祉
部
生
活
衛
生
課
（
電
話
〇
八
八
―
六
二

一
―
二
二
二
九
）
又
は
最
寄
り
の
徳
島
県
総
合
県
民
局
保
健
福
祉
環
境
部
生
活
衛
生
担
当
若
し
く
は
徳

島
県
東
部
保
健
福
祉
局
食
品
衛
生
担
当
（
吉
野
川
保
健
所
に
あ
っ
て
は
、
生
活
衛
生
担
当
）
へ
す
る
こ

と
。な

お
、
試
験
会
場
に
来
場
の
際
は
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
。



徳
島
県
告
示
第
七
百
十
六
号

徳
島
県
立
看
護
学
院
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
年
徳
島
県
規
則
第
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
二
十
二
年
度
徳
島
県
立
看
護
学
院
（
准
看
護
学
科
）
入
学
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

試
験
の
日
時

平
成
二
十
二
年
二
月
十
二
日
（
金
曜
日
）
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

二

試
験
の
場
所

徳
島
市
鮎
喰
町
二
丁
目
四
一
番
地
の
六

徳
島
県
立
看
護
学
院

三

受
験
資
格

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
十
七
条
に
該
当
す
る
者
（
卒
業
見
込
み
の

者
を
含
む
。
）

四

入
学
願
書
等
の
提
出
期
限

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日
（
火
曜
日
）
か
ら
同
月
二
十
九
日
（
金
曜
日
）
ま
で
。
た
だ
し
、
郵
送

に
よ
る
場
合
は
、
同
月
二
十
九
日
ま
で
の
消
印
が
あ
れ
ば
受
け
付
け
る
。

五

募
集
要
項
及
び
入
学
願
書
等
の
用
紙
の
請
求
先
並
び
に
入
学
願
書
等
の
提
出
先

徳
島
市
鮎
喰
町
二
丁
目
四
一
番
地
の
六

徳
島
県
立
看
護
学
院

な
お
、
郵
送
に
よ
り
募
集
要
項
等
を
請
求
す
る
場
合
は
、
百
四
十
円
切
手
を
は
っ
た
あ
て
先
明
記
の

返
信
用
封
筒
を
同
封
す
る
こ
と
。

六

入
学
試
験
手
数
料

四
千
五
百
円
（
そ
の
額
に
相
当
す
る
額
の
徳
島
県
収
入
証
紙
を
入
学
願
書
に
は
り
付
け
る
こ
と
。
）

七

そ
の
他

こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
募
集
要
項
を
参
照
す
る
ほ
か
、
徳
島
県
立
看
護
学
院
（
電
話

〇

八
八
―
六
三
三
―
六
六
二
〇
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。



徳
島
県
告
示
第
七
百
十
七
号

平
成
二
十
二
年
二
月
一
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
保
安
林
の
皆
伐
に
よ
る
立
木

の
伐
採
に
つ
き
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
す

べ
き
皆
伐
面
積
の
限
度
を
次
の
と
お
り
定
め
た
の
で
、
森
林
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
七

十
六
号
）
第
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

皆

伐

面

積

の

限

度

（

ヘ

ク

タ

ー

ル

）

単
位
区
域
名

水

源

か

ん

養

保

安

林

土

砂

流

出

防

備

保

安

林

祖

谷

川

六
一
六
・
七
五

三
〇
・
五
八

吉
野
川
中
流

四
七
七
・
三
二

八
八
・
五
八

貞

光

川

一
五
五
・
七
四

二
三
・
一
二

穴

吹

川

二
二
六
・
八
八

五
五
・
九
四

美

馬

北

岸

一
二
九
・
八
八

五
九
・
五
〇

板

野

二
三
七
・
三
〇

二
〇
三
・
一
〇

鮎

喰

川

一
四
九
・
二
八

四
〇
・
三
六

勝

浦

川

三
七
四
・
六
〇

九
・
三
二

那

賀

一
、
六
五
四
・
六
五

一
〇
八
・
五
〇

那
賀
川
下
流

四
三
・
〇
二

六
・
〇
〇

日

和

佐

川

一
三
八
・
八
〇

七
・
二
八

海

部

川

六
五
七
・
六
六

五
四
・
六
四

計

、
八
六
一
・
八
八

六
八
六
・
九
二

四

備
考単

位
区
域
に
つ
い
て
は
、
次
の
図
に
示
す
と
お
り
と
す
る
。



（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
図
面
を
徳
島
県
農
林
水
産
部
林
業
飛
躍
局
森
林
整
備
課
並
び

に
徳
島
県
総
合
県
民
局
及
び
徳
島
県
東
部
農
林
水
産
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
病
院
局
訓
令
第
二
号

局

中

一

般

徳
島
県
病
院
局
に
勤
務
す
る
職
員
の
表
彰
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。平

成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日

徳
島
県
病
院
事
業
管
理
者

塩

谷

泰

一

徳
島
県
病
院
局
に
勤
務
す
る
職
員
の
表
彰
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

徳
島
県
病
院
局
に
勤
務
す
る
職
員
の
表
彰
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
七
年
徳
島
県
病
院
局
訓
令
第
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
表
彰
の
種
類
）

第
二
条

職
員
の
表
彰
は
、
功
績
表
彰
及
び
永
年
勤
続
表
彰
と
す
る
。

２

功
績
表
彰
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
う
。

一

部
下
で
あ
る
職
員
の
指
導
監
督
の
任
に
当
た
つ
て
い
る
者
で
、
そ
の
指
導
監
督
が
適
切
で
、
事
績

が
顕
著
で
あ
る
も
の

二

技
術
の
改
良
進
歩
に
寄
与
す
る
た
め
、
高
度
の
技
術
を
究
め
、
又
は
新
た
な
技
術
を
導
入
し
、
若

し
く
は
絶
え
ず
技
術
の
向
上
改
善
に
努
め
、
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
た
者

三

生
命
の
危
険
を
顧
み
ず
職
務
を
遂
行
し
た
者

四

災
害
の
未
然
防
止
そ
の
他
災
害
対
策
に
関
し
顕
著
な
功
績
の
あ
つ
た
者

五

特
に
困
難
又
は
危
険
な
業
務
に
相
当
期
間
勤
続
し
、
成
績
が
顕
著
で
あ
る
者

六

職
務
に
精
励
し
、
成
績
が
顕
著
で
あ
つ
て
職
員
の
模
範
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
者

七

国
、
他
の
都
道
府
県
そ
の
他
関
係
機
関
の
主
催
に
係
る
研
修
に
派
遣
さ
れ
、
優
秀
な
成
績
を
得
た

者
八

前
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
職
員
の
模
範
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
善
行
の
あ
つ
た
者

３

永
年
勤
続
表
彰
は
、
県
職
員
と
し
て
勤
続
二
十
年
以
上
の
者
で
、
県
職
員
の
職
務
に
係
る
倫
理
を
保

持
し
て
職
務
に
精
励
し
、
功
労
が
特
に
顕
著
で
あ
る
も
の
に
対
し
て
行
う
。

第
三
条
中
「
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
表
彰
」
を
「
功
績
表
彰
」
に
改
め
る
。

第
四
条
及
び
第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
表
彰
の
主
体
）

第
四
条

病
院
局
長
及
び
病
院
長
は
、
第
二
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
す
る
功
績

表
彰
を
行
う
。

２

病
院
事
業
管
理
者
（
以
下
「
管
理
者
」
と
い
う
。
）
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
功
績
表
彰
を
受
け
た

者
の
う
ち
事
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
も
の
に
対
す
る
功
績
表
彰
及
び
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
該
当
す

る
者
に
対
す
る
永
年
勤
続
表
彰
を
行
う
。

（
功
績
表
彰
に
係
る
事
前
協
議
等
）

第
五
条

病
院
局
長
及
び
病
院
長
は
、
功
績
表
彰
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
あ
ら
か
じ
め
、
病
院
局
長
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

病
院
局
長
及
び
病
院
長
は
、
本
局
の
各
課
長
又
は
病
院
長
か
ら
、
功
績
表
彰
を
行
う
こ
と
が
適
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
、
内
申
書
に
事
績
調
書
（
様
式
第
一
号
）
及
び
勤
務
成
績
調
書

（
様
式
第
二
号
）
（
以
下
「
事
績
調
書
等
」
と
い
う
。
）
を
添
え
て
内
申
さ
せ
、
そ
の
適
否
を
審
査



し
、
及
び
他
に
適
当
と
認
め
ら
れ
る
者
を
加
え
、
協
議
書
に
事
績
調
書
等
を
添
え
て
病
院
局
長
に
協

議
す
る
こ
と
。

２

病
院
局
長
は
、
病
院
局
長
及
び
病
院
長
が
行
う
功
績
表
彰
を
受
け
た
者
の
う
ち
、
事
績
が
特
に
顕
著

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
場
合
は
、
内
申
書
に
事
績
調
書
等
を
添
え
て
管
理
者
に
内
申
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
中
「
第
二
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
二
号

か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
八
号
の
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
「
個
人
を
対
象
と
し
て
行
な
う
表
彰
に
準
じ

て
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
六
条
及
び
第
七
条
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
表
彰
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
六
条
中
「
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第

二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
八
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
績
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
事
績

を
挙
げ
た
と
認
め
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
（
課
、
係
等
を
含
む
。
）
」
と
、
「
事
績
調
書
等
」
と
あ
る
の
は

「
事
績
調
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
を
第
十
条
と
し
、
第
五
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
永
年
勤
続
表
彰
に
係
る
内
申
）

第
六
条

病
院
局
長
及
び
病
院
長
は
、
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
が
あ
る
場

合
は
、
本
局
の
各
課
長
又
は
病
院
長
か
ら
内
申
書
に
事
績
調
書
等
を
添
え
て
内
申
さ
せ
、
そ
の
適
否
を

審
査
し
、
及
び
他
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
加
え
、
内
申
書
に
事
績
調
書
等
を
添
え
て
管
理
者

に
内
申
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
表
彰
の
方
法
）

第
七
条

表
彰
は
、
表
彰
状
を
授
与
し
て
行
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
表
彰
に
副
賞
を
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
表
彰
の
取
消
し
）

第
八
条

こ
の
規
程
に
よ
り
表
彰
を
受
け
た
者
が
、
職
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
を
し
た
と
き
は

、
そ
の
表
彰
を
取
り
消
し
、
表
彰
状
（
副
賞
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
表
彰
状
及
び
副
賞

）
を
返
納
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

（
表
彰
の
記
録
）

第
九
条

第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
表
彰
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
人
事
記
録
に
関
す
る
事
項
を
記
載

し
た
書
類
に
そ
の
旨
を
記
載
す
る
。
前
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
表
彰
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
も
、
同
様

と
す
る
。

「

所
属

名

職
名

様
式
第
一
号
中
「

」
を
「

（

）
」
に
、

様
式
第
１
号

様
式
第
１
号
第
５
条
関
係

役
職

名

「

２
１

所
属

名

「



を

に
、

３
現

役
職

名

」

」

に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
績
詳
細
に
記
入
す
る
こ
と

２
１
に
該
当
す
る
と
認
め
ら

（

）

「

。

３
２
に
規
定
す
る
事
績
及
び

を

在
ま
で
に
受
け
た
表
彰
の
種
類
年
月
日
及
び
理
由

４
現
在
ま
で
に
受
け
た
表
彰

,

」

（

）

れ
る
主
た
る
事
績
の
概
要

簡
潔
に
記
入
す
る
こ
と

。

（

）

に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

そ
の
他
の
事
績
詳
細
に
記
入
す
る
こ
と

４
５

。

,

」

の
種
類
年
月
日
及
び
理
由

「

所
属

名

職
名

様
式
第
二
号
中
「

」
を
「

（

）
」
に
、

様
式
第
２
号

様
式
第
２
号
第
５
条
関
係

役
職

名

「

所
属

名

を

に
改
め
る
。

役
職

名

」

」

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
病
院
事
業
管
理
者
に
対

す
る
内
申
は
、
改
正
後
の
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
病
院
局
長
に
対
す
る
協
議
と
み
な
す

。



徳島県公安委員会告示第１１号

に警備業法（昭和４７年法律第１１７号。以下「法」という ）第２２条第２項第１号。

（ 「 」 。） 、規定する警備員指導教育責任者講習 以下 講習 という を次のとおり実施するので

警備員指導教育責任者及び機械警備業務管理者に係る講習等に関する規則（昭和５８年国

家公安委員会規則第２号。以下「講習規則」という ）第２条の規定により公示する。。

平成２１年１２月１日

徳島県公安委員会委員長 佐藤 一郎

１ 講習に係る警備業務の区分、講習の種別、実施期日及び定員

( ) 警備業務の区分1
法第２条第１項第１号に規定する警備業務（以下「１号警備業務」という ）。

( ) 講習の種別2
次に掲げる種別の講習を実施する。

(ｱ) 法第２２条第２項に規定する警備員指導教育責任者資格者証又は講習規則第７

条第１項に規定する警備員指導教育責任者講習修了証明書（以下「講習修了証明

書」という （以下「指導教育責任者資格者証等」と総称する ）の交付を受け。） 。

ていない者に対して行う講習（以下「新規取得講習」という ）。

(ｲ) １号警備業務以外の警備業務の区分に係る指導教育責任者資格者証等の交付を

受けている者に対して行う講習（以下「追加取得講習」という ）。

( ) 実施期日3
ア 新規取得講習

平成２２年１月１９日（火）から同月２１日（木）まで、同月２５日（月）から

同月２８日（木）まで及び同年２月１日（月）の８日間（同年１月１９日から同月

２１日まで及び同月２５日から同月２８日までの７日間は午前９時から午後４時５

０分までとし、同年２月１日は午前９時から修了考査を実施する ）。

なお、受付は、同年１月１９日の午前９時から午前９時２０分までとする。

イ 追加取得講習

平成２２年１月２５日（月）から同月２８日まで及び同年２月１日（月）の５日

間（同年１月２５日は午後２時から午後４時５０分まで、同月２６日から同月２８

日までの３日間は午前９時から午後４時５０分までとし、同年２月１日は午前９時

から修了考査を実施する ）。

、 、 。なお 受付は 同年１月２５日の午後１時３０分から午後１時５０分までとする

( ) 定員4
新規取得講習及び追加取得講習を合わせて３０名

２ 場所

徳島県立総合福祉センター

（徳島市中昭和町１丁目２番地 電話０８８－６５４－０２９４）

３ 受講対象者

( ) 新規取得講習1
受講申込みを行う時点において、次のいずれかに該当する者

(ｱ) 最近５年間に１号警備業務に従事した期間が通算して３年以上である者



(ｲ) 警備員等の検定等に関する規則（平成１７年国家公安委員会規則第２０号。以

下「検定規則」という ）第４条に規定する１級の検定（１号警備業務に係るも。

のに限る 以下 １級検定 という に係る法第２３条第４項の合格証明書 以。 「 」 。） （

下「合格証明書」という ）の交付を受けている者。

(ｳ) 検定規則第４条に規定する２級の検定（１号警備業務に係るものに限る。以下

「２級検定」という ）に係る合格証明書の交付を受けている警備員であって、。

当該合格証明書の交付を受けた後、継続して１年以上１号警備業務に従事してい

るもの

(ｴ) 検定規則附則第３条の規定による廃止前の警備員等の検定に関する規則（昭和

６１年国家公安委員会規則第５号。以下「旧検定規則」という ）第１条第２項。

に規定する１級の検定（１号警備業務に係るものに限る。以下「旧１級検定」と

いう ）に合格した者。

(ｵ) 旧検定規則第１条第２項に規定する２級の検定（１号警備業務に係るものに限

る。以下「旧２級検定」という ）に合格した警備員であって、当該検定に合格。

した後、継続して１年以上１号警備業務に従事しているもの

( ) 追加取得講習2
受講申込みを行う日において、１号警備業務以外の警備業務の区分に係る指導教育

責任者資格者証等の交付を受けている者であって、( )の(ｱ)から(ｵ)までのいずれか1
に該当するもの

４ 講習の受講申込手続

( ) 電話による予約1
ア 専用電話による予約

(ｱ) 講習を受けようとする者は、事前に徳島県警察本部生活安全部生活安全企画課

に設置した予約専用電話（０９０－９５５５－１１２３）に電話をし、講習の予

約を行うこと。

(ｲ) 電話による予約（以下「電話予約」という ）は、次に掲げる講習の種別ごと。

（ 。）に定めた期間の午前９時から午後５時まで 正午から午後１時までの間を除く

の間に行うこと。

ａ 新規取得講習

平成２１年１２月７日（月）から同月１１日（金）まで

ｂ 追加取得講習

平成２１年１２月９日（水）から同月１１日（金）まで

イ 予約番号の告知

電話予約をする者が３に掲げる受講対象者の要件を満たすときは、予約番号を告

知する。

ウ 留意事項

(ｱ) 予約専用電話以外による予約は受け付けない。

(ｲ) 電話１回につき、１名の予約を受け付ける。

(ｳ) 電話予約の受付期間内であっても、定員に達した場合は、その時点で受付を締

め切る。



(2) 受講申込書等の提出

ア 提出要件

講習の申込みは、電話予約により予約番号を取得した者（以下「講習申込者」と

いう ）のみが行うことができる。。

イ 提出書類

（ 。 。）(ｱ) 受講申込書 講習規則第４条第１項に規定する受講申込書をいう 以下同じ

１通に受講対象者に該当することを疎明する書面１通を添付すること。

なお、受講申込書には、必ず写真（提出日前６か月以内に撮影した無帽・無背

景の顔写真（縦３．０センチメートル、横２．４センチメートル）で、その裏面

に氏名を記載したもの）１枚をはり付けること。

(ｲ) 受講対象者に該当することを疎明する書面は次のとおりとする。

ａ 新規取得講習

( ) ３の( )の(ｱ)に該当する者a 1
最近５年間に１号警備業務に従事した期間が通算して３年以上であること

を疎明する警備業務従事証明書（警備業法施行細則（平成１８年徳島県公安

委員会規則第１５号）第６条第１項に規定する警備業務従事証明書をいう。

以下同じ ）及び履歴書。

( ) ３の( )の(ｲ)に該当する者b 1
１級検定に係る合格証明書の写し

( ) ３の( )の(ｳ)に該当する者c 1
２級検定に係る合格証明書の写し及び当該検定に合格した後、継続して１

年以上１号警備業務に従事していることを疎明する警備業務従事証明書

( ) ３の( )の(ｴ)に該当する者d 1
旧１級検定に係る旧検定規則第８条に規定する合格証（以下「合格証」と

いう ）の写し。

( ) ３の( )の(ｵ)に該当する者e 1
旧２級検定に係る合格証の写し及び当該検定に合格した後、継続して１年

以上１号警備業務に従事していることを疎明する警備業務従事証明書

ｂ 追加取得講習

１号警備業務以外の警備業務の区分に係る指導教育責任者資格者証等の写し

及び３の( )の(ｱ)から(ｵ)までのいずれかに該当する者であることを疎明する1
ａの( )から( )までのいずれかの書面a e

(ｳ) (ｲ)のａに掲げる書面のうち警備業務従事証明書については、警備業者が既に

廃業しているなど、警備業務従事証明書を提出することができないことについて

やむを得ない理由がある場合には 当該理由を疎明した上で ３の(1)の(ｱ) (ｳ)、 、 、

又は(ｵ)に該当することを誓約する誓約書及び履歴書を当該警備業務従事証明書

に代えて提出することができる。この場合において、３の(1)の(ｱ)に該当する者

にあっては、履歴書の提出を省略することができる。

( ) 提出先3
提出書類は、徳島県内の最寄りの警察署の生活安全課又は刑事生活安全課に講習申



込者本人が提出すること。ただし、やむを得ない事情がある場合であって、講習申込

者の委任状を持参しているときは、代理人による提出を認める。

なお、郵送等による申込みは認めない。

( ) 提出期限4
書類の提出は、平成２２年１月４日（月）から同月８日（金）までの午前９時から

午後５時まで（正午から午後１時までの間を除く ）の間に行うこと。。

( ) 講習手数料5
講習手数料として、新規取得講習にあっては４７，０００円を、追加取得講習にあ

， 。っては２３ ０００円を受講申込書の提出の際に徳島県収入証紙により納入すること

なお、納入された講習手数料は、還付しない。

５ 講習の委託

この講習は、社団法人徳島県警備業協会（徳島市昭和町２丁目５番地）に委託して実

施する。

６ その他

( ) 警備員指導教育責任者講習修了証明書の交付1
講習においては、修了考査を行い、当該講習の課程を修了したと認められる者に対

して、その当日中に講習規則第７条第１項に規定する警備員指導教育責任者講習修了

証明書を交付する。

なお、この警備員指導教育責任者講習修了証明書には本籍を記載することとなるた

め、講習を申し込む際に提出する受講申込書に本籍を記載するときは、これを略さず

に、戸籍の記載に従い正確に記載（丁目、番地、番、大字等）すること。

(2) 持参するもの

講習期間中は、筆記用具、警備員指導教育責任者講習教本及び警備業関係法令集を

持参すること。

(3) 問い合わせ先

講習の問い合わせは、徳島県警察本部生活安全部生活安全企画課営業係又は各警察

署生活安全課若しくは刑事生活安全課に行うこと。
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